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　　　  民児協に＋
プラス

3の力を！「はじめる、見直す、協力員事業」
●民児協活動紹介「神楽鳩子の訪問日記」　●100年のあゆみから学ぶ
●都民連通信「第68回東京都民生委員・児童委員大会」（別紙：大会宣言、平成27年度都民連事業計画・予算） 

●キラリ☆この人　●東社協コーナー　●活動記録あれこれ　●ミンジーレポート　●編集後記

都電荒川線と
沿線のバラ
（荒川区）

東 散京 歩
　昭和初期、都電は都内を縦横に走り、文字通り“都民の足”として隆盛を誇りました。最盛
期の昭和18年には1日平均で193万人が利用していましたが、自動車や地下鉄網の急速な発
達により、昭和40年代から利用客が減り、徐々に路線が廃止されていきます。その中で荒川
線は、車道とは別の専用軌道を走行する区間が多く、また沿線住民の熱心な存続要請が
あったことから唯一残りました。現在は1日平均でおよそ5万人が利用しています。
　荒川区では、区の中央部を東西に走る都電荒川線を「みどり軸」として位置づけ、バラによる
緑化に取り組んでいます。区内延長4.8ｋｍのうち、植栽が可能な約4ｋｍの区間に約140種
13,000株が植えられ、花の時期には、色とりどりの華やかなバラが咲き誇ります。

（見ごろ：5月中旬から6月中旬）
交通アクセス：都電荒川線（三ノ輪橋駅～早稲田駅）全長12.2ｋｍ　

日中時間帯も5～6分間隔で運行

集特

（写真撮影）荒川区民生児童委員　高田久雄氏



協
力
員
事
業
は
、
民
生
児
童
委

委
員
の
業
務
に
協
力
し
、
一
緒
に

活
動
す
る
人
材
の
確
保
を
通
じ
て
、

地
域
福
祉
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
導
入
か
ら
7
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
協
力
員
の
委
嘱
が

進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
本
会
で
は

昨
年
検
討
会
を
設
置
し
、
事
業
の

活
用
促
進
の
た
め
の
4
つ
の
提
言

を
ま
と
め
ま
し
た
（
図
1
）。

こ
の
提
言
を
受
け
、
本
会
は
4

月
か
ら
協
力
員
事
業
活
用
促
進

プ
ラ
ン
、
通
称
「
＋
3
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、

都
内
す
べ
て
の
単
位
民
児
協
と
区

市
町
村
民
児
協
に
、
事
業
活
用
の

検
討
と
検
討
結
果
の
報
告
を
お
願

い
す
る
他
、
積
極
的
に
活
用
促
進

に
取
り
組
む
地
区
を
奨
励
す
る
モ

デ
ル
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
会
長
・
副
会
長
研
修
等
の

機
会
を
通
じ
て
、
地
元
の
検
討
が

円
滑
に
進
む
よ
う
重
層
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

協
力
員
事
業
を
導
入
す
る
区

市
町
村
で
は
、
各
民
児
協
あ
た
り

原
則
3
人
の
協
力
員
を
委
嘱
で
き

ま
す
。
ま
た
図
2
の
通
り
、
区
市

町
村
定
数
内
で
の
傾
斜
配
置
も
可

能
で
す
。
協
力
員
の
活
動
費
や
運

用
に
か
か
る
経
費
等
は
、
基
準
の

範
囲
内
で
東
京
都
か
ら
区
市
町
村

へ
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
、
協
力
員
は

×
守
秘
義
務
が
な
い

×
個
人
情
報
を
共
有
で
き
な
い

×
定
例
会
に
出
席
で
き
な
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す

べ
て
誤
解
で
す
。
協
力
員
に
は
東

京
都
の
要
綱
等
で
守
秘
義
務
や
個

人
情
報
保
護
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
情
報
を
共
有
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
協
力
員
が
ど
の
よ
う

な
業
務
を
行
う
か
に
よ
っ
て
、
保

有
す
る
情
報
の
範
囲
は
異
な
り
ま

す
。
業
務
内
容
に
応
じ
た
情
報
共

有
に
つ
い
て
、
区
市
町
村
と
相
談

し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
作
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

現
在
、
見
守
り
や
災
害
時
要

援
護
者
の
名
簿
を
、
町
会
や
自
治

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
共
有
・

活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

ケ
ア
会
議
や
虐
待
対
策
会
議
で
は
、

多
様
な
立
場
の
方
が
参
加
し
ま
す
。

こ
う
し
た
場
合
、
対
象
者
本
人

の
同
意
を
得
る
、
あ
る
い
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
に
守
秘
義
務
を
課

す
、
協
定
を
結
ぶ
、
区
市
町
村
が

定
め
る
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
く
審
議
会
の
了
承
を
得
る
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
情
報
を
共
有
し
て

い
ま
す
。
情
報
を
共
有
す
る
た
め

に
は
、
使
用
目
的
を
し
っ
か
り
説

明
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
　

つ
ま
り
協
力
員
と
の
情
報
共
有

の
た
め
に
は
、
そ
の
業
務
内
容
の

明
確
化
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

協
力
員
の
業
務
は
、
民
児
協

の
意
向
を
踏
ま
え
、
区
市
町
村
が

定
め
ま
す
。
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
を
、
協
力
員
一
人
ひ
と
り

●定数　１民児協あたり原則３名
　※区市町村定数内での傾斜配置可。
●任期　１年（更新可、年齢制限なし）
●委嘱　都知事が委嘱
　※民児協の推薦⇒区市町村⇒東京都
●活動費（月額）4,300円
●区市町村協力費（年額）
　基本額１区市町村あたり145,980円
　単位民児協加算18,540円
●ボランティア保険代（年額）300円
●守秘義務・個人情報の保護規定有

図2　協力員事業の概要

★市では年間最大668,700円が東京都から区市
町村へ交付されます（委嘱を1年間継続した場合）。

例）★市：定数９名（３名×３地区）
　　　以下のような傾斜配置が可能。

A地区 B地区 C地区

提言1

民児協
有効活用を
考える

提言2

区市町村
事業の強みを
生かす

提言3

東京都
協力員の活動を

伝える

提言4

都民連
検討を
促進する

●協力員事業を知る
●活用方策の検討
●協力員に聞く
●区市町村と調整

●民児協事務局と
しての視点
●区市町村の財源
となる交付金

●活用事例集等の作成
●区市町村・関係機関
への説明・PR
●活動実績の活用

●活用促進プランの
策定、実行、評価

●推奨業務の提唱
●民児協への働き掛け

＋
３
運
動
の
展
開

図1　4つの提言

推
奨
業
務
の
提
唱

協
力
員
事
業
を
知
る

本
会
で
は
、
次
期
一
斉
改
選
ま
で
を
目
途
と
し
、
民
生
・
児
童
委
員

協
力
員
（
以
下
、協
力
員
と
略
す
）
事
業
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
、
全

都
を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、

通
称
「
+
3
運
動
」
を
は
じ
め
、
協
力
員
事
業
の
概
要
、
活
用
促
進
の

た
め
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

民
児
協
に

＋プ
ラ
ス

３
の
力
を
！

「
は
じ
め
る
、見
直
す
、協
力
員
事
業
」

特集

2



の
特
性
に
応
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
依
頼
で
き
ま
す
（
図
3
）。

し
か
し
、
そ
の
裁
量
度
の
高
さ

ゆ
え
、
業
務
が
十
分
に
検
討
さ

れ
な
い
ま
ま
協
力
員
が
委
嘱
さ
れ
、

委
嘱
さ
れ
た
も
の
の
仕
事
が
な
い

と
い
う
活
用
不
全
に
陥
る
例
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
会
で
は
今
後
、
協

力
員
の
担
う
業
務
の
目
安
と
し
て

「
推
奨
業
務
」（
図
4
）
と
い
う
考

え
方
を
提
唱
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
協
力
員
の
基
本
的

業
務
と
し
て
「
見
守
り
」
を
中
心

に
置
い
て
い
ま
す
。
協
力
員
自
身

が
持
つ
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
生

か
し
た
声
掛
け
と
緩
や
か
な
見
守

り
（
気
付
き
の
ア
ン
テ
ナ
役
）
は
、

全
協
力
員
に
期
待
さ
れ
る
業
務
で

す
。
さ
ら
に
、
民
生
児
童
委
員
が

行
う
特
定
対
象
者
の
見
守
り
の
代

行
・
補
助
等
も
、
地
区
の
状
況
に

応
じ
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
「
見
守
り
」
を
核
と
し
て
、

各
委
員
の
特
性
に
応
じ
た
業
務

を
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
後
進
育
成
・

助
言
、引
き
継
ぎ
移
行
）」「
サ
ポ
ー

タ
ー
（
欠
員
・
負
担
地
区
、
民
児

協
事
務
の
補
助
・
代
行
等
）」「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
住
民
・
各
種
団
体
等

と
の
連
携
）」「
小
地
域
活
動
（
サ

ロ
ン
等
の
実
践
者
）」「
広
報
連
絡

（
P
R
活
動
）」
の
5
つ
の
選
択
業

務
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

〔
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・サ
ポ
ー
タ
ー
〕

三
鷹
市
で
は
、
民
生
児
童
委

員
の
O
B
を
協
力
員
と
し
て
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
守
秘
義
務
や
活
動

に
お
け
る
機
微
を
熟
知
し
て
い
る

O
B
だ
か
ら
こ
そ
依
頼
で
き
る
業

務
と
し
て
、
欠
員
地
区
に
お
け
る

配
付
・
調
査
活
動
の
代
行
や
新

任
委
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て

い
ま
す
。
継
続
し
た
引
き
継
ぎ
が

行
え
る
こ
と
で
、
新
任
委
員
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
上
、
地
域
で

培
っ
た
あ
ら
ゆ
る
情
報
や
人
脈
を

民
児
協
の
無
形
財
産
と
し
て
継
承

し
て
い
ま
す
。

〔
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〕

板
橋
区
で
は
、
区
の
障
害
者
福

祉
員
（
知
的
障
が
い
者
の
親
の
会

所
属
）
を
協
力
員
と
し
て
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
障
が
い
分

野
の
情
報
は
な
か
な
か
入
っ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
事
者
組
織

の
一
員
を
協
力
員
に
迎
え
、
定
例

会
等
に
も
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、

相
互
の
情
報
交
換
や
連
携
の
橋

渡
し
役
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

〔
小
地
域
活
動
〕

昭
島
市
で
は
、
小
地
域
サ
ロ
ン

や
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
担
い

手
を
育
成
す
る
た
め
、
一
般
住
民

の
中
か
ら
協
力
員
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

目
黒
区
で
は
、
脳
ト
レ
シ
ニ
ア

塾
の
運
営
や
障
が
い
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
の
夕
食
作
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
協
力
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
島
町
で
は
、
一
昨
年

の
土
石
流
の
被
災
地
域
に
限
定
し
、

被
災
者
の
話
し
相
手
等
の
活
動
を

行
う
協
力
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

〔
広
報
連
絡
〕

協
力
員
に
は
、
地
域
住
民
に
民

生
児
童
委
員
の
活
動
を
伝
え
、
支

援
を
必
要
と
す
る
住
民
を
民
生
児

童
委
員
に
つ
な
ぐ
役
割
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
一
歩
進
め
て
、
と
も

に
活
動
の
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
力
員
の
活
用
促
進
を
考
え

る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
を

見
つ
め
直
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

民
児
協
や
地
域
の
抱
え
る
課
題

を
出
し
合
い
、
個
々
の
委
員
が
担

う
業
務
の
整
理

を
す
る
中
で
こ

そ
、
必
要
な
業

務
や
人
材
が
明

ら
か
に
な
り
ま

す
。推

奨
業
務
を

参
考
に
、
業
務

と
人
材
の
2

つ
の
視
点
か
ら
、

協
力
員
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

▲�新任委員と引き継ぎ・同行訪問
　（三鷹市）

▲�脳トレシニア塾の運営
　（目黒区）

①依頼業務の
　検討・調整

③現場での
　具体的な
　依頼・指示等

②基本的な
　業務内容・
　事項

業務
依頼書

民児協

民生委員

区
市
町
村

図3　業務依頼の流れ

アドバ
イザー

サポー
ター

広報
連絡

小地域
活動

ネット
ワーク

見守り

図4　推奨業務

OBの活用

新たな人材
推奨
業務

人
材
確
保

課題の共有

業務の整理

業
務
の
明
確
化

活
用
事
例

活
動
課
題
を
具
体
化
す
る

3 都民連だより　平成 27 年 4 月（第 50 巻 4 号）



普
及・啓
発
活
動
を

ご
紹
介

　

5
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
、
12
日
～
18
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
活

動
強
化
週
間
で
す
。
全
国
各
地

区
で
一
斉
に
取
り
組
む
こ
の
期

間
、
都
内
各
地
区
で
も
パ
ネ
ル

展
示
や
募
金
活
動
な
ど
実
施
し

て
い
ま
す
。
誰
に
、
何
を
、
ど

の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
、
昨

年
度
の
素
敵
な
取
り
組
み
を
四

つ
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
年
は

ど
ん
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

楽
し
み
で
す
ね
。

一
致
団
結
で
Ｐ
Ｒ

　
足
立
区
民
児
協
の
取
り
組

み
は
圧
巻
で
す
。
５
５
９
名
の

委
員
が
一
丸
と
な
り
、
ま
た
消

防
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
中
学
校

等
の
関
係
機
関
・
団
体
が
協

力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
内

容
も
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
や
作

業
所
の
製
品
販
売
、
東
日
本

大
震
災
被
災
地
で
あ
る
相
馬

市
等
の
特
産
品
販
売
や
映
画

上
映
な
ど
、
誰
も
が
楽
し
め

歌
声
に
誘
わ
れ
て

　

練
馬
区
民
児
協
で
は
、
パ
ネ

ル
展
示
と
併
せ
て
、
有
志
に
よ

る
合
唱
団
「
ヴ
ォ
ー
ル
」
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

区
役
所
の
１
階
に
響
き
渡
る
美

し
い
歌
声
に
多
く
の
人
が
聴
き

入
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
終

了
後
に
は
、
大
勢
の
方
々
が
パ

ネ
ル
展
示
に
も
立
ち
寄
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
に
風
船
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
っ
て

　

東
久
留
米
市
民
児
協
で
は
、

「
子
育
て
中
の
親
子
」
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
り
、
取
り
組
み

ま
し
た
。
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
、
市
の
健

康
課
に
も
事
前
に
相
談
し
、
子

ど
も
の
安
全
に
配
慮
し
た
楽
し

め
る
内
容
を
検
討
。
当
日
は
、

２
５
０
人
以
上
の
親
子
が
来
場

し
、
活
動
等
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

ま
し
た
。

市
庁
舎
に
ミ
ン
ジ
ー
登
場

　

狛
江
市
で
は
、
ミ
ン
ジ
ー
を

通
し
て
民
生
児
童
委
員
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
所
管
の
福
祉

総
合
相
談
の
案
内
に
、ミ
ン
ジ
ー

の
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
ま
し
た
。

柱
や
壁
に
カ
ラ
フ
ル
に
ペ
イ
ン
ト

さ
れ
た
ミ
ン
ジ
ー
は
、
ひ
と
き
わ

目
を
引
き
ま
す
。「
こ
の
イ
ラ
ス

ト
、
役
所
で
見
掛
け
た
よ
」
住

民
と
の
会
話
の
糸
口
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

る
工
夫
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お

り
、
１
週
間
の
来
場
者
数
は

３
９
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

多
く
の
関
係
機
関
、
仲
間

と
協
力
し
て
活
動
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
ひ
と
時
で
も

あ
り
ま
し
た
。

あ
げ
る
な
ど
、
ま
ず
は
、
立
ち

止
ま
っ
て
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
緒
に
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
児
童
委

員
と
し
て
の
自
覚
の
向
上
に
も

結
び
付
き
ま

し
た
。

神
楽
鳩
子
の

訪
問
日
記
④

民
生
児
童
委
員
の
神
楽
鳩
子
が
、

都
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
を
取
材
し
、
そ
の
魅
力

を
ご
紹
介
し
ま
す
！

※昨年の取り組みの詳細は、各地区行政・会長にお配りした「平成26年度民生委員・児童委員の日活動強化週間報告書」をご覧ください。

民
児
協

活
動
紹
介
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100年の
あゆみから
学ぶ

（※）救済委員は、大正7年6月に創設された東京における方面委員の前身とも言える制度。低所得
者が多い地域の調査・連絡に取り組んだが、方面委員の普及に伴い、発展的に解消された。

関
東
大
震
災
とそ

の
被
災
状
況

未
曽
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
4
年
が

経
ち
ま
し
た
。

東
京
も
、
90
年
ほ
ど
前
の

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
9
月

1
日
、
11
時
58
分
に
発
生
し
た

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
9
の
関
東

大
震
災
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
東
京
は
火
事
や
暴
風

雨
に
よ
る
風
水
害
も
多
く
、
特

に
東
部
や
北
東
部
の
い
わ
ゆ
る

下
町
を
中
心
に
、
た
び
た
び
被

害
を
被
っ
て
い
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
で
は
1
9
0
万

人
が
被
災
し
、
10
万
5
千
人
が

死
亡
、
あ
る
い
は
行
方
不
明
と

な
り
ま
し
た
。
建
物
被
害
は
全

壊
が
10
万
9
千
余
棟
、
全
焼
が

21
万
2
千
余
棟
。
発
生
時
間
が

正
午
近
く
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

東
京
の
下
町
一
帯
で
は
特
に
火

災
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
町
で
活
躍
す
る中

西
雄
洞
氏

今
回
ご
紹
介
す
る
中
西
氏
は
、

元
々
深
川
区
（
現
江
東
区
）
で
、

大
正
2
年
か
ら
区
民
の
福
利
厚

生
の
た
め
、
生
活
困
窮
者
や
宿

泊
労
働
者
の
慰
安
・
職
業
紹
介

な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
正
6
年
の
風
水

害
の
被
災
者
救
助
に
あ
た
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
大
正
8
年
に

は
東
京
府
深
川
方
面
救
済
委
員

（
※
）
に
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
こ
う

し
て
一
層
地
域
に
根
ざ
し
て
活

動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
者
の
支
援
に

奔
走
す
る
委
員
た
ち

こ
の
時
代
の
方
面
委
員
は
、

生
活
困
窮
世
帯
の
把
握
や
支
援

活
動
を
し
て
い
た
も
の
の
、
震

災
前
ま
で
は
発
展
途
上
の
準
備

段
階
と
も
言
え
る
時
代
で
し
た
。

し
か
し
、
震
災
が
発
生
す
る

と
、
多
く
の
委
員
は
、
自
身
も

被
災
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
被

災
者
の
救
護
・
救
済
に
奔
走
し

た
そ
う
で
す
。『
大
正
12
年
度
東

京
市
方
面
委
員
事
業
概
況
』
で

ま
と
め
ら
れ
た
『
震
災
に
関
す

る
方
面
情
況
報
告
集
』
に
よ
る

と
、
委
員
の
中
に
は
、
危
険
を

顧
み
ず
に
人
命
救
助
す
る
者
、

救
護
団
を
組
織
す
る
者
、
方
面

委
員
の
役
割
を
伝
え
な
が
ら
相

談
を
受
け
る
者
、
自
ら
の
蓄
え

を
提
供
す
る
者
、
家
族
を
探
し

て
混
迷
す
る
住
民
を
役
所
や
警

察
に
つ
な
げ
る
者
な
ど
が
少
な

く
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。　

中
西
氏
は
、
ま
さ
に
そ
う
し

た
委
員
の
一
人
で
し
た
。

震
災
が
、
活
動
を
知
ら
れ
る

契
機
に

と
こ
ろ
が
、
震
災
の
翌
日
か

ら
、
一
部
の
住
民
た
ち
が
、
朝
鮮

半
島
か
ら
移
住
し
た
人
々
や
社

会
主
義
者
な
ど
を
「
混
乱
に
乗

じ
て
放
火
や
暴
動
等
、
不
穏
な

行
動
を
す
る
疑
い
が
あ
る
」
と

し
て
殺
傷
す
る
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
中
西
氏
は
、
危
険
に

さ
ら
さ
れ
た
人
々
の
人
命
救
助

を
行
う
と
と
も
に
、
警
察
に
協

力
し
て
避
難
者
の
身
元
証
明
な

ど
に
尽
力
し
た
そ
う
で
す
。

翌
大
正
13
年
か
ら
は
、
人
々

の
生
活
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
、
委
員
た
ち
は
焼

失
し
た
方
面
カ
ー
ド
の
再
生
に

取
り
掛
か
り
ま
す
。
震
災
後
の

住
民
の
生
活
状
態
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
カ
ー
ド
の
統
一
化
に
は
困
難

を
き
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

大
正
14
年
7
月
ご
ろ
ま
で
に
は

ほ
ぼ
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

方
面
委
員
の
献
身
的
な
活
動

に
対
し
て
、
当
時
の
東
京
市
民

は
深
い
感
謝
の
念
を
抱
く
よ
う

に
な
り
、
方
面
委
員
の
存
在
と

活
動
が
広
く
世
間
一
般
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

中な
か

西に
し 

雄ゆ
う

洞ど
う

平成 昭和 大正

制度発足取り上げた
時代100周年

《
参
考
文
献
》

鵜
飼
俊
成

『
社
会
福
祉
と
私
』　

同
善
会

『
大
正
12
年
度
東
京
市
方
面
委
員

事
業
概
況
』　

東
京
市
社
会
局

『
社
会
福
祉
人
名
資
料
事
典
』�

他

【
原
稿
執
筆
】

小
倉
常
明
（
淑
徳
大
学
准
教
授
）

被災者の救護活動をする人々
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
民
生
児
童
委
員
１
０
０
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

先
人
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
正
時
代
に
深
川
区
（
現
江
東
区
）で
方
面
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
た
中
西
雄
洞
氏
の
活
動
と
と
も
に
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
関
東
大
震
災
に
際
し
、
方
面
委
員
が
ど
の
よ
う
に
被
災
者
支
援

に
あ
た
っ
た
か
、ご
紹
介
し
ま
す
。

明治 22（1889）年生

5 都民連だより　平成 27 年 4 月（第 50 巻 4 号）



式
　
　
典

　

東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委

員
大
会
は
、
民
生
児
童
委
員
活

動
の
一
層
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
民
生
児
童
委
員
制
度
の

発
展
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
資

す
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
の
式
典
は
、
功
績
の

あ
っ
た
方
々
へ
の
顕
彰
と
大
会

宣
言
の
採
択
が
中
心
で
す
。
大

会
は
国
歌
斉
唱
で
始
ま
り
、
物

故
者
に
黙
と
う

を
さ
さ
げ
、
早

川
マ
ス
子
様

（
三
宅
村
）
に

よ
る
信
条
朗
読
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
安
藤
立
美
東
京

都
副
知
事
、
福
田
豊
衍
都
民
連

会
長
か
ら
主
催
者
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
堀
江
正
俊
全
民
児
連
会

長
や
東
京
都

議
会
、
厚
生

労
働
省
、
東

京
都
社
会
福

祉
協
議
会
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
事
表
彰
等

　

東
京
都
知
事
表
彰
は
、
長
年

に
わ
た
る
民
生
児
童
委
員
活
動

の
ご
功
績
を
た
た
え
、
都
知
事

よ
り
贈
ら
れ
ま
す
。
表
彰
を
受

賞
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員
は
、

２
２
３
名
で
す
。
東
京
都
表
彰

規
則
に
よ
る
被
表
彰
者
１
１
２

名
、
特
別
功
労

賞
受
賞
者
63
名
、

一
般
功
労
賞
受

賞
者
48
名
を
代

表
し
、
門
脇
榮

美
子
様
（
練
馬

区
）、
神
山
誠

吾
様
（
府
中
市
）、
齋
藤
由
美
子

様
（
目
黒
区
）
が
壇
上
で
表
彰

さ
れ
、
池
永
和
子
様
（
清
瀬
市
）

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

都
民
連
会
長
感
謝
状

　

日
頃
、
民
生
児
童
委
員
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
行

政
・
関
係
機
関
の
職
員
の
方
々

に
、
都
民
連
会
長
よ
り
感
謝
状

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

34
名
を
代
表
し
て
、
伏
屋
明
子

様
（
文
京
区
）
に
お
贈
り
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
子
ど

も
応
援
募
金
」に
対
し
、多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
対

し
て
も
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。今
大
会
で
は
、木
村
秀
利

様
（
目
黒
区
）、加
藤
公
子
様
（
目

黒
区
）
に
お
贈
り
致
し
ま
し
た
。

大
会
宣
言

　

大
会
宣
言
は
、
こ
れ
か
ら
一

年
間
の
活
動
指
針
と
な
り
ま
す
。

本
会
副
会
長
で
あ
る
寺
田
晃
弘

議
長
（
豊
島
区
）、
鈴
木
久
佐
子

副
議
長
（
東
久
留
米
市
）、
岩
田

利
延
副
議
長
（
渋
谷
区
）
が
進

行
し
、
大
会

宣
言
（
案
）

を
福
本
行
廣

委
員
（
立
川

市
）
が
読
み

上
げ
、
満
場

一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

別
紙
に
全
文

を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
内
容
に

沿
っ
て
ご
地
元
の
民
児
協
で
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

コ
ー
ラ
ス

　

今
大
会
で
ご
協
力
い
た
だ
い

た
の
は
江
東
区
民
生
児
童
委
員

協
議
会
「
ぽ
っ
ぽ
の
会
」
で
す
。

式
典
で
の
「
花
咲
く
郷
土
」、
休

憩
後
に
「
ど
こ
か
で
春
が
」
を
は

じ
め
６
曲
披
露

い
た
だ
き
、
手

拍
子
し
た
り
一

緒
に
歌
う
参
加

者
の
姿
も
見
え
、

大
い
に
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

都民連 通信

記
念
講
演

　

第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
、

「
地
域
で
の
自
立
を
支
え
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
困
窮
者

の
支
援
―
民
生
児
童
委
員
の
役

割
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
」
と
題
し
、
日
本
社
会

事
業
大
学
名
誉
教
授
の
大
橋
謙

策
様
に
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

住
民
同
士
が
支
え
合
う
地
域
主

体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、

地
域
に
合
っ
た
支
援
を
行
政
に

働
き
掛
け
、
そ
の
要
を
民
生
児

童
委
員
が
担
っ
て
い
る
と
い
っ
た

実
践
に
基

づ
く
お
話

は
、
大
変

参
考
に
な

り
ま
し
た
。

「
東
京
都
幹
部
職
員
と
の

意
見
交
換
会
」
が
２
月

６
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
で
は
各
民

児
協
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
地
域

課
題
に
対
す
る
意
見
や
要
望

を
幹
部
職
員
に
伝
え
、
東
京

都
の
見
解
や
助
言
等
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
※
）

※�意見交換会の内容については、東京都より概要資料をもって代表会長に報告されております。地元の民児協で活動
を展開していく上でのご参考にしてください。

去
る
２
月
10
日
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た

大
会
に
は
、
都
内
の
約
１
８
０
０
名
の
民
生
児
童
委
員
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
会
内
容
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
大

会
宣
言
に
つ
い
て
別
紙
に
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

第
68
回
東
京
都

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

コラム

▲�早川様による
信条朗読

▲�議長団の進行により大会
宣言が採択されました

▲堀江全民児連会
長よりご祝辞を
賜りました

▲�地域づくりの重要性
について分かりやす
くご講演賜りました

▶
安
藤
副
知
事
に

謝
辞
を
お
渡
し

す
る
池
永
様

▶
素
晴
ら
し
い
歌

声
を
届
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た

▲�大会宣言を読み
上げる福本様
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吉
祥
寺
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
ス

タ
ジ
オ
に
続
々
と
人
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
始
ま
る
前

か
ら
、
さ
わ
や
か
に
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｏ
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
田
所
さ
ん
は
、
10
年

ほ
ど
前
、
妻
の
メ
ア
リ
ー
さ
ん

と
２
人
で
日
本
で
最
初
の
「
ラ

フ
タ
ー
ヨ
ガ
（
笑
い
ヨ
ガ
）
ク
ラ

ブ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
は
笑
い
と
ヨ

ガ
の
呼
吸

法
を
組

み
合
わ
せ

た
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
、

笑
う
こ
と

で
多
く
の

酸
素
を
自

然
と
体
に
取
り
入
れ
、
心
身
共

に
す
っ
き
り
元
気
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
と
か
。
誰
で
も
す
ぐ

に
で
き
、
冗
談
、
ユ
ー
モ
ア
、
コ

メ
デ
ィ
ー
に
頼
ら
な
い
「
た
だ

笑
う
だ
け
」
の
画
期
的
な
も
の

で
す
。
作
り
笑
い
か
ら
始
ま
り

ま
す
が
、
目
を
合
わ
せ
た
り
し

て
い
る
う
ち
に
伝
染
し
、
た
ち

ま
ち
自
然
な
笑
い
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

　

田
所
さ
ん
は
担
当
地
区
の
中

学
校
で
も
月
に
一
回
出
張
開
催

し
て
い
ま
す
。
始
め
は
シ
ラ
っ
と

し
て
い
る
子
ど
も
で
も
次
第
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で

　

待
機
児
解
消
の
た
め
保
育

所
定
員
の
拡
大
を
す
す
め
て
き

た
年
齢
層
が
い
よ
い
よ
学
齢
期

に
到
達
し
ま
す
。
入
学
式
前
の

4
月
1
日
か
ら
学
童
保
育
に

通
い
始
め
ま
す
が
、
保
育
所
と

の
違
い
は
急
激
な
ギ
ャ
ッ
プ
に

な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。「
小
一
の
壁
」
の
一
つ
で
す
。

　

東
社
協
で
は
、
平
成
26
年

10
月
に
学
童
保
育
を
利
用
す
る

小
学
校
1
、
2
年
生
を
対
象
と

し
た
「
利
用
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
行
い
、
1
千
11
人
が
回

答
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な

す
。
日
本
中
に
笑
い
を
通
じ
て
、

目
と
目
を
見
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
広
め
た
い
！　

Ｔ
Ａ
Ｄ

Ｏ
の
大
き
な
声
が
、
ヤ
ッ
タ
ー

ヤ
ッ
タ
ー
イ
ェ
ー
イ
☆ 

と
今
日

も
ス
タ
ジ
オ
に
響
き
渡
り
ま
す
。

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

4
割
近
く
が
移
行
期
に
課
題

　
「
学
童
保
育
に
慣
れ
る
ま
で

に
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
た
」
は

4
割
近
く
。
具
体
的
に
は
「
開

所
時
間
が
保
育
所
よ
り
短
く
、

急
に
一
人
で
過
ご
す
」「
学
校
だ

け
で
も
大
変
な
の
に
、
移
動
や

生
活
の
変
化
が
大
き
く
、
緊
張

と
ス
ト
レ
ス
で
泣
い
て
し
ま
っ

た
」「
な
ぜ
学
校
が
終
わ
っ
て

家
に
帰
れ
る
子
が
い
る
の
か
理

解
で
き
ず
に
い
た
」
な
ど
で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て

「
保
育
所
か
ら
支
援
が
あ
っ
た
」

は
5
・
6
%
。「
学
童
保
育
帰

り
に
寄
ら
せ
て
も
ら
え
た
」「
学

童
保
育
に
関
す
る
情
報
提
供

や
体
験
の
機
会
が
あ
っ
た
」「
同

じ
学
校
の
上
級
生
や
他
の
保

育
所
の
子
ど
も
と
交
流
す
る

機
会
が
新
し
い
友
だ
ち
関
係

づ
く
り
に
役
立
っ
た
」「
卒
園

後
、
最
小
学
年
に
移
行
し
た

ギ
ャ
ッ
プ
の
中
、
保
育
所
で
先

生
の
お
手
伝
い
を
す
る
機
会
が

あ
り
、
役
に
立
つ
自
分
で
い
る

自
信
を
支
え
て
く
れ
た
」
な
ど

で
す
。

保
育
所
で
の
成
長
を

　
　
　
　
引
き
継
い
で
ほ
し
い

　
「
小
学
校
だ
け
で
な
く
、
学

童
保
育
に
も
情
報
を
引
き
継

い
で
ほ
し
い
」
は
73
・
0
%
。

学
区
単
位
に
小
学
校
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
で

連
絡
会
を
開
き
、
情
報
を
引

き
継
い
で
い
る
事
例
も
あ
り
ま

し
た
。
特
に
気
に
な
る
子
ど
も

の
引
き
継
ぎ
に
は
、
民
生
児
童

委
員
の
関
わ
り
も
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

学
童
保
育
の
行
き
帰
り
へ
の

不
安
は
、
安
心
・
安
全
な
地
域

を
求
め
る
声
で
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
学
童
保

育
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
一

度
、点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ラフターヨガの普及を
通し明るい社会の
創出に寄与したい

三鷹市主任児童委員

田
た

所
どころ

　孝
たかし

 さん
（紹介者 : 堂垣内委員）

保育所から学童保育への
移行をめぐる地域の課題
～利用保護者調査に
　1,011人が回答～

キラリ ☆この人
　

東社協
コーナー

▲ミルクシェイクラフターを�
みんなで!!

▲みんなで大きくヤッター !�
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Report

活動記録
あれこれ

「委員同士」や「関係機関」との連絡調整の方法は、直接会ってするものだけではなく、電話・ファクス・通知・
パソコンや携帯電話等のメールなどさまざまですが、これらいずれの場合でも連絡調整回数に記入します。
今回は、連絡調整の機会としてどのようなものがあるか、具体的に見ていきましょう。

日・曜日 活　動　概　要
連絡調整回数

委員相互
（9）

その他の
関係機関（10）

10日（金） 新任の委員Aさんから、携帯電話のメールで活動に関する相談を受け、
何度かやり取りをした。

16日（木） 民生・児童委員協力員のＢさんに、ご協力いただく高齢者サロンの会場案
内などをファクスした。

28日（火） 民児協定例会の開催通知と小学校の運動会の案内状が自宅に届いた。

＊10日：⇒委員からの連絡を受けたということで、連絡調整回数の「委員相互（9）」に記入します。
ただし、携帯電話のメールやLINE（※）を使った場合は、一度にやり取りする回数が非常に多くなるため、やり取り
すべてを計上するのではなく、やり取りした一つの内容について「1件」として捉えます。

＊16日：⇒民生・児童委員協力員や退任された元民生児童委員の方と連絡・調整した場合は、関係者（関係機関）と捉えて、
「その他の関係機関（10）」に記入します。

＊28日：⇒各種通知類が自宅に届いた場合、民児協からの通知（民児協会長名での通知）は民生児童委員同士の連絡に
当たります。行政・関係機関からの通知や案内は、「その他の関係機関（10）」に記入します。

※LINE（ライン）：スマートフォンやタブレット端末等を介して、利用者同士が無料で電話が掛けられる他、チャットと呼ばれる
メッセージやスタンプなどの画像、写真等の送受信ができるサービスです。1対1の連絡はもちろん、グループ
を作成してグループ内での連絡が瞬時かつ容易にできますが、一方で青少年の利用者を中心にトラブル
の原因となったり、事件・事故に巻き込まれるケースも見受けられます。

「直接会う以外の連絡調整回数の記入について」

昨年２月に新メンバーでスタートしたこの編集委
員会も２年目を迎えました。
会を重ねるごとにますます良い雰囲気の中、話し
合いが進んでいます。毎号、多くの情報を得て、参
考にしていただけたら大変うれしいです。
皆様に、より身近に感じていただける機関紙であ

りたいと願っています。
� 塚

つか

﨑
ざき

佳
よし

子
こ

田邊　房代	 （新宿区）	 石塚　洋子	（荒川区）
諏訪　節子	 （渋谷区）	 権藤　京子	（杉並区）
佐藤　靖子	 （江東区）	 清水　邦夫	（日野市）
堂垣内トモ子	（三鷹市）	 塚﨑　佳子	（東大和市）
小島　博幸	 （青梅市）

市東		和子・池永		和子
（都民連副会長：広報担当）

東京都民生児童委員連合会
〒162-0823��
新宿区神楽河岸1-1�セントラルプラザ4階
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp
年4回発行　印刷：株式会社トライ

発 行

編集委員

編集協力

編集後記

ミンジーレポートミンジーレポートミンジーレポート

※ミンジー出張をご希望の地区は、会長や行政を通して都民連までご連絡ください。

子供未来とうきょうメッセ2014
　子育て支援に対する理解や
関心を深めることを目的とし
たこのイベントには、たくさん
の親子連れが来場し、大にぎ
わいでした。
　東京都の児童虐待防止キャ
ラクターOSEKKAIくんや子
どもたちと一緒にパチリ☆

まちだ男女平等フェスティバル
　民生児童委員の活動を紹介し
たパネル展示や、来場者に「民
生児童委員を知っていますか」
というアンケートを実施して、
しっかりPR活動をしました。
　たくさんの人が記念写真を
撮りに来てくれて、人気者に
なっちゃった！
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今日、東京では、少子高齢化の急速な進展

に加えて、高齢者のみの世帯や単身世帯の増

加、ライフスタイルの変容により、人と人とのつな

がりが一層希薄になっています。そして、社会か

らの孤立者が増加し、行方不明の認知症高齢

者や安否が確認できない子どもの増加が顕在

化しています。 

虐待や犯罪によって子どもが犠牲となる痛ま

しい事件は後を絶たず、また、経済的格差の広

がりにより、生活困窮者の支援、特に、貧困の

連鎖から子どもを救うことが重要な課題として浮

上しています。一方、東日本大震災以降も台風

や豪雨による災害が各地で発生しており、災害

時の要援護者の安否確認等の支援について、

地域が一体となって体制づくりを進めることが急

務となっています。 

これまで、東京都の民生委員・児童委員は、

常に住民の立場に立って地域を見守り、新たな

課題を把握し、必要な支援につなげるため、自

らの資質向上に努めるとともに、社会状況の変

化に対応した先駆的な活動に取り組んできまし

た。 

民生委員制度は、平成２９年に創設１００周

年を迎えます。今こそ、民生委員・児童委員は、

住民と行政の架け橋として、永年にわたり積み

上げてきた経験とネットワークを確実に継承し、

障がいの有無や年齢、経済的状況にかかわら

ず、誰もが安心して暮らし続けることのできる東

京の実現のために、地域住民や関係機関との

緊密な連携を確固たるものにしていかなければ

なりません。合わせて、民生委員・児童委員の

活動が広く地域住民に理解されるよう、取り組

みを進める必要があります。 

私たち民生委員・児童委員は、地域住民に

寄り添い、その信頼と期待に応えるべく自己研

鑽に努めるとともに、住民一人ひとりの人権を尊

重しつつ、地域福祉のさらなる推進のために積

極的に活動していく決意です。 

 

 

 

そのため、以下の重点課題を定め、その達成

に向け全力を挙げて取り組むことを宣言します。 

 

一、子どもたちを虐待やいじめ、犯罪被害、貧

困の連鎖から守るため、住民や関係機関と

連携し、民生委員・児童委員と主任児童委

員が一体となって関わります。 

 

一、認知症高齢者や孤立する人々の地域生活

を支えるため、顔の見えるネットワークづくり

を推進します。 

 

一、基本的人権を尊重し個人の秘密を固く守り

ながら、誰もが住み慣れた地域で暮らし続け

られるよう、住民の立場に立って相談に応じ

ます。 

 

一、思いやりのある温かな「おせっかい」を率先

し、住民一人ひとりが主体的に参加できる安

全で安心な地域社会づくりを目指します。 

 

一、民生委員制度創設１００周年に向けて、これ

まで築き上げた信頼と経験を確実に継承し、

これからも住民の期待に応え、誇りとやりが

いを持って活動できるよう、民生委員児童委

員協議会の仲間とともに自己研鑽に励みま

す。 

 

右宣言する。 

 

平成２７年２月１０日 

 

第６８回東京都民生委員・児童委員大会 

 

 

 

 

 

第６８回東京都民生委員・児童委員大会宣言  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点項目について

子どもたちをさまざまな問題から守るために 
 

増加の一途をたどる児童虐待はもちろんのこと、インターネット上でのいじめや犯罪被害とい

った多様で複雑な問題に加え、子どもたちへの貧困の連鎖も社会的課題として浮き彫りになっ

てきています。地域で暮らす全ての子どもたちが健やかに成長できるよう、区 

域担当児童委員と制度創設２０周年を迎えた主任児童委員が一体となって、 

住民や学校、子ども家庭支援センター、児童相談所等の関係機関と連携し、 

活動を推進していきましょう。 

民生委員制度創設１００周年に向けて 
 

  大正６年５月１２日に岡山県で「済世顧問設置規程」が公布され民生委員制度の源とい 

われる済世顧問制度が生まれてから、平成２９年に創設１００周年を迎えます。私たちには、 

長年にわたり先達たちが地域の最前線で福祉向上や安心できる地域社会づくり 

に寄与することを通して築き上げてきた信頼と経験を、確実に継承する必要があり 

ます。これからも住民の期待に応えるために、仲間とともに自己研鑽に励み、誇り 

とやりがいを持って活動を続けましょう。 

思いやりのある温かな「おせっかい」 

 
   地域のつながりの希薄化が懸念される中、近隣の住民同士が互いに 

関心を持って関わり合うような、「おせっかい」が再び注目されています。 

住民一人ひとりが主体となり、安全で安心な地域づくりを目指すために 

は、子育て中の保護者や子ども、若い世代や高齢者といったあらゆる住民が互いに積極的に 

声を掛け合い、コミュニケーションを図っていくことが大切です。民生児童委員が思いやりのあ 

る温かな「おせっかい」を率先し、広めていきましょう。 

住民の立場に立った相談・支援 
 

住み慣れた地域で住民が安心して暮らし続けていくためには、困った 

時、問題を一人で抱え込まず誰かに相談することが大切です。民生児童 

委員が信頼できる地域の相談役であるために、相談に来られた方の話に 

耳を傾け、その方の立場に立って一緒に考えていきましょう。その際は、基本的人権の尊重と 

個人情報の取り扱いに細心の注意を払い、行政や関係機関と連携を密にし、継続的な支援 

を行っていきましょう。 

高齢者を支える顔の見えるネットワークづくり 

 
認知症高齢者は、１０年後には７００万人に達し、６５歳以上の５人に 1 

              人にあたると厚生労働省から発表されました。高齢化率もますます加速す 

              る中、認知症高齢者の徘徊による行方不明問題や孤立を防ぐために、住 

民同士が互いに関心を持ち、地域で支え合える顔の見えるネットワークづくりが求められていま

す。認知症を理解し、早期に適切な対応ができるよう、正しい知識を住民に広げ、地域で高齢 

者を見守るなど協力を呼び掛けていきましょう。 



            

全
都
の
委
員
が
一
体
と
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
各
地

区
民
児
協
と
の
連
絡
・
調
整
や
民

児
協
同
士
が
情
報
交
換
す
る
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
や
東
京
都
社
会
福
祉
協

議
会
、
東
京
都
等
と
の
連
絡
・
調

整
を
は
じ
め
、
地
域
に
お
け
る
学

校
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

に
向
け
て
、
情
報
共
有
・
協
議
の

機
会
を
設
け
ま
す
。 

   
 

 
 

    

         

本
会
の
事
業
に
つ
い
て
企
画
・

検
討
す
る
正
副
会
長
会
や
常
務
委

員
会
を
は
じ
め
、
次
年
度
の
事

業
・
活
動
の
方
針
と
し
て
都
大
会

で
採
択
さ
れ
る
大
会
宣
言
案
の
策

定
や
、
機
関
紙
の
編
集
な
ど
に
関

す
る
会
議
を
実
施
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
２
年
後
に
迫
っ
た
民

生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
に

向
け
て
、
記
念
大
会
の
実
施
に
加

え
、
記
念
事
業
の
実
施
や
記
念
誌

の
編
さ
ん
な
ど
、
具
体
的
な
検
討

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。 

        

   

  

都
民
連
で
は
、
独
自
の
事
業
で

あ
る
自
主
研
修
や
東
京
都
か
ら
委

託
さ
れ
た
研
修
の
他
、
関
係
機

関
・
団
体
が
主
催
す
る
研
修
会
へ

委
員
を
派
遣
す
る
派
遣
研
修
・
協

力
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

           
 

         

                               

①
協
議
員
総
会 

 
  
  

〔
５
月
・
３
月
〕 

②
常
任
協
議
員
会 

〔
８
月
を
除
く
毎
月
〕 

 
 

昨
年
に
引
き
続
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と 

 

に
協
議
を
行
い
、
活
動
や
地
域
福
祉
に 

 

関
す
る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
情
報
交 

換
し
ま
す
。 

③
児
童
委
員
、
児
童
相
談
所
、
学
校
、
子 

 

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機 

関
に
よ
る
地
区
連
絡
協
議
会 

〔
各
区
市
郡
支
庁
に
て
実
施
〕 

①
正
副
会
長
会
・
常
務
委
員
会 

〔
８
月
を
除
く
毎
月
〕

②
都
民
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

〔
４
回
〕

③
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会 

宣
言
起
草
委
員
会   

  
   

 

〔
１
回
〕

④
民
生
児
童
委
員
普
及
・
啓
発
事
業
推
進

委
員
会 

⑤
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

記
念
事
業
の
検
討 

⑥
そ
の
他
企
画
・
運
営
に
関
す
る
会
合 

 

連絡・ 

  調整 

 

企画・ 

運営 

 

研修 

平
成
27
年
度 

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会 

事
業
計
画
・
予
算 

★
自
主
研
修
★ 

①
事
項
別
部
会
・
主
任
児
童
委
員
部
会 

〔
各
４
回
〕

 
 

各
部
会
で
は
、
３
年
間
の
取
り
組
み
の

２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
部
会
ご
と
に
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
学
び
を
一
層
深

め
、
問
題
意
識
や
委
員
と
し
て
の
関
わ
り

方
を
共
有
し
ま
す
。 

②
常
任
協
議
員
研
修   

   
  
  

〔
１
回
〕

③
協
議
員
研
修  

  
  
  
   

  
 

〔
２
回
〕

各
地
区
民
児
協
会
長
を
対
象
に
、
地
元

民
児
協
の
運
営
に
生
か
せ
る
よ
う
な
民

生
児
童
委
員
活
動
や
組
織
活
動
に
お
け

る
課
題
に
関
す
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
を
取
り

上
げ
、
地
域
に
お
け
る
人
権
啓
発
の
中
心

的
な
役
割
を
担
う
人
材
と
し
て
必
要
な

知
識
を
得
る
た
め
に
、
独
自
に
研
修
を
実

施
し
ま
す
。 

④
生
活
福
祉
資
金
研
修
（
東
社
協
と
共
催
）

【
部
会
活
動
推
進
事
業
】 

 
 

各
地
区
民
児
協
に
設
置
さ
れ
て
い
る

部
会
活
動
推
進
の
た
め
、
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。 

★
受
託
研
修
★ 

①
新
任
研
修 

 

〔
４
・
７
・
10
・
１
月
期
〕

②
現
任
（
１
）
研
修 

 
 
 
 
 

〔
５
回
〕

 
 

経
験
３
年
未
満
の
委
員
を
対
象
に
、
講
義

や
演
習
を
交
え
て
相
談
・
支
援
の
心
構
え
や

守
秘
義
務
の
大
切
さ
、
情
報
の
扱
い
方
・
伝

え
方
等
の
相
談
技
法
を
学
び
ま
す
。 

③
現
任
（
２
）
研
修 

 
 
 
 
 

〔
16
回
〕

 
 

経
験
９
年
目
ま
で
の
委
員
を
対
象
に
し

た
前
期
研
修
で
は
、
低
所
得
世
帯
の
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に
焦
点
を
当
て
、
貧

困
と
と
も
に
そ
の
陰
に
隠
れ
た
い
じ
め
や

虐
待
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。 

10
年
以
上
の
委
員
を
対
象
に
し
た
後
期

研
修
で
は
、
制
度
創
設
以
来
民
生
委
員
が
取

り
組
ん
で
き
た
貧
困
問
題
解
決
の
実
践
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
今
日
的
な
課
題
へ
の
取

り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。 

④
主
任
児
童
委
員
研
修 

 
 
 
 

〔
６
回
〕

 
 

現
任
（
２
）
前
期
研
修
と
同
様
、
低
所
得

世
帯
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に

つ
い
て
研
修
し
ま
す
。 

⑤
会
長
・
副
会
長
研
修 

 
 
 
 

〔
６
回
〕

 
 

民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
の
活
用
促
進
に

向
け
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み
の
実
践
報
告

や
地
域
実
情
に
合
わ
せ
た
事
業
の
活
用
に

つ
い
て
学
び
合
い
ま
す
。 

⑥
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修 

 
 
 

〔
１
回
〕

⑦
支
庁
研
修 

 

〔
１
回
・
三
宅
支
庁
対
象
〕

⑧
支
庁
合
同
研
修 

 

〔
１
回
・
島
し
ょ
対
象
〕

⑨
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
研
修 

★
派
遣
研
修
・
協
力
研
修
★ 

 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
実
施 

す
る
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
を
は
じ 

め
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活 

動
研
究
協
議
会
や
相
談
技
法
研
修
会
、
リ
ー 

ダ
ー
研
修
会
等
に
委
員
を
派
遣
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
協
力
研
修
と
し
て
東
京
都
の
精
神 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
の
精
神
保
健
福
祉 

研
修
へ
の
参
加
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。 

④
区
市
町
村
民
生
児
童
委
員
事
務
担
当 

 

者
連
絡
協
議
会
〔
３
回
〕 

⑤
受
章
祝
賀
・
歳
末
懇
談
会
〔
１
回
〕

      

東
京
都
の
民
生
児
童
委
員
活
動

を
進
め
る
上
で
当
面
す
る
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
活
動
の
一
層
の
充

実
に
向
け
て
、
調
査
・
研
究
・
広

報
に
関
す
る
各
事
業
を
行
い
、
そ

の
方
策
を
検
討
、
周
知
し
ま
す
。 

                   

            

《 

都
民
連
運
営
サ
ー
ビ
ス
区
分 

》 

 

会
員
の
皆
様
に
お
納
め
い
た
だ
い 

た
会
費
を
元
に
し
た
会
計
で
す
。
部 

会
や
各
会
議
等
を
は
じ
め
と
し
た
自 

主
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 

27
年
度
は
、
協
力
員
事
業
の
活 

用
促
進
や
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の 

準
備
な
ど
の
新
規
事
業
を
予
定
し
て 

い
ま
す
。 

          

                       

《 

共
同
募
金
配
分
金
サ
ー
ビ
ス
区
分 

》 

都
共
同
募
金
会
か
ら
の
配
分
金 

は
、
部
会
活
動
助
成
金
の
一
部
に 

充
て
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
の
会 

計
を
別
立
て
す
る
必
要
が
あ
る
た 

め
、
右
図
の
よ
う
に
、
都
民
連
運 

営
サ
ー
ビ
ス
区
分
か
ら
繰
り
出
し 

て
処
理
し
ま
す
。 

             

《 

都
民
連
受
託
サ
ー
ビ
ス
区
分 

》 

 

東
京
都
か
ら
、
新
任
研
修
を
は 

じ
め
と
す
る
９
つ
の
研
修
や
、
普 

及
・
啓
発
事
業
の
他
、
東
京
都
民 

生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
、
活
動 

実
績
の
集
計
事
業
な
ど
の
委
託
を 

受
け
て
実
施
す
る
会
計
で
す
。 

            

調査・

  研究・

   広報

その他の

都民連

事業 

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
福
祉
保
健
局 

幹
部
職
員
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施 

〔
東
京
都
と
共
催
〕 

●
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
の 

 

実
施 

〔
東
京
都
か
ら
受
託
・
共
催
〕 

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事
例
の 

 

作
成
・
配
布 

〔
東
京
都
か
ら
受
託
〕 

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
手
帳
の
作
成
・ 

 

配
布 

 
 
 

〔
東
京
都
か
ら
受
託
〕 

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
実
績
・ 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
活
動
実 

 

績
の
集
計
分
析
〔
東
京
都
か
ら
受
託
〕 

●
東
日
本
大
震
災
子
ど
も
応
援
募
金
（
東 

日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
）
の
募
集 

●
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
事
業
の
活
用 

促
進 

 

①
協
力
員
事
業
活
用
促
進
プ
ラ
ン 

 

②
協
力
員
事
業
活
用
促
進
モ
デ
ル
事
業 

●
物
故
民
生
委
員
児
童
委
員
弔
慰 

●
東
京
都
物
故
民
生
委
員
児
童
委
員
追
悼 

式
の
挙
行 

●
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
の
実
施 

●
東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
懇
話 

会
へ
の
運
営
協
力 

●
関
係
機
関
・
団
体
へ
の
委
員
等
派
遣 

お
よ
び
協
力
等  

  
  
  
   

  
  

な
ど 

●
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日 

活
動 

 

強
化
週
間
」
の
取
り
組
み 

①
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
普
及
・ 

啓
発
パ
レ
ー
ド
〔
東
京
都
と
共
催
〕 

 

②
各
区
市
町
村
民
児
協
に
お
け
る
パ
ネ 

ル
展
示
等
の
支
援 

●
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
合
唱

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
運
営 

①
指
定
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
業 

 
 

指
定
さ
れ
た
都
内
２
地
区
の
民
児
協 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
実
情
に
即
し
た
班
活 

動
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。 

【
テ
ー
マ
】 

 

○
「
班
活
動
の
さ
ら
な
る
展
開
を
目 

 
 

指
し
て 

～
向
こ
う
三
軒
両
隣
、 

『
近
助
』
で
取
り
組
む
民
生
児
童 

委
員
活
動
」 

【
指
定
地
区
】 

〇
世
田
谷
区
上
北
沢
地
区
民
児
協 

〇
多
摩
市
民
児
協 

②
都
民
連
だ
よ
り
の
発
行 

 

〔
年
４
回
〕 

③
都
民
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営 

④
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
普
及
・ 

 

啓
発 

⑤
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
へ
の 

 

相
談
・
支
援 

⑥
地
区
民
児
協
研
修
用
視
聴
覚
教
材
の 

貸
し
出
し 

⑦
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
資
料
・ 

情
報
の
収
集
と
提
供 

⑧
福
祉
関
係
図
書
等
の
斡
旋 

都民連会費
57,860,000

受託金収入 
47,830,000

その他の支出 1,092,000

事務費 1,548,000

事業費
26,830,000

人件費
18,360,000

受託金収入 
47,830,000

事業費
26,830,000

人件費
18,360,000

補助金
6,220,000
補助金
6,220,000

事業収入・
負担金収入
38,797,000

その他の収入
1,850,000

その他の支出
5,184,000

負担金
27,130,000

助成金等
2,290,000

事務費
5,769,000

事業費
23,024,000

人件費
37,908,000

資金収支差額
3,422,000

支出
3,850,000

収入
3,850,000

（単位：円）

都民連会費
57,860,000

事業収入・
負担金収入
38,797,000

負担金
27,130,000

事業費
23,024,000

人件費
37,908,000

共同募金
配分金収入
1,000,000

経理区分間
繰入金収入
2,850,000

助成金支出
3,850,000

共同募金
配分金収入
1,000,000

経理区分間
繰入金収入
2,850,000

助成金支出
3,850,000

支出
104,727,000

収入
104,727,000

（単位：円）

（単位：円）

支出
47,830,000

収入
47,830,000
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